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1. はじめに 

ダイヤモンド中の不純物窒素と炭素欠陥のペア構造

である窒素－空孔複合体中心(NV中心)は、2電子系が

誘起する三重項(スピン 1)量子状態を有する。室温・

大気中においてこの三重項量子状態を光学的磁気共鳴

法(ODMR)により単一 NV 中心の感度で計測可能なこと

が示されて以来 1)、NV 中心を用いた量子計測・センシ

ングの研究が注目を集めている 2,3)。 

その中でも NV 中心を含有するダイヤモンドを原子

間力顕微鏡(AFM)の走査プローブ顕微鏡先端に取り付

けて走査することにより、量子状態をナノスケールで

計測・イメージング可能な走査プローブ顕微鏡を実現

できる 4)。この走査 NV中心顕微鏡の開発は、複数、或

いは単一の NV 中心を含有するダイヤモンドプローブ

を作成することが鍵であり、これまでに、ナノダイヤ

モンド、バルクダイヤモンドへのフォトリソグラ

フィーと電子線リソグラフィー等を用いて開発されて

きた 5)。最近では、市販の走査ダイヤモンド NV 中心プ

ローブの購入が可能であり 6)、一般のユーザーでも研

究を始められる状況になりつつある。 

我々は、レーザーによるダイヤモンドカッティング

と集束イオンビーム(FIB)を用いた方法でダイヤモン

ド NV中心プローブを作製した。今回、これを用いた磁

性体上の磁気ドメインからの漏洩磁場イメージング
7)、と今後の量子計測・イメージングの展望について

紹介する 8-9)。 

2. 実験結果 

Fig.1(a)に示すように複数のNV中心を含有するダイ

ヤモンド NV 中心プローブを水晶振動子型の原子間力

顕微鏡先端に取り付けた。この際に、ダイヤモンドプ

ローブ先端は FIB により先鋭化されている(Fig.1(b))。
NV 中心プローブを共焦点光学系と複合化することに

より NV 中心からの蛍光計測とプローブの走査を同期

してODMR信号(Fig.1(c))の 2次元マッピングを取得し

た。これらの ODMR 信号の固定マイクロ波印加周波数

の蛍光強度をイメージングしたものが Fig.1(d)である。

この結果は、磁性体試料（周期的信号が録音された磁

気テープ）からの磁気構造の周期構造を反映している。 
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Fig. 1. (a)走査ダイヤモンド NV 中心プローブ, (b)SEM
像、磁気テープ上の異なる 2 点での ODMR スペクトル

(c)と磁気ドメイン像 
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